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(Text-fig. 1; Tables 1-2) 

主立近異常冷水温のlI:mで， JlJJ問や海域lこ於て記長な海洋観測が諸機関によって実施され，その結来黒潮

流納の短期変動とか日本近海の異状海況と云ったことがこと新らしく問題になった.然し黒潮，親潮の

年による"l't離J~~" !H湖親潮の有i接し合う"東北沖合の年変化"黒潮親j朝勢力の守主司君"と云った表

現，或は湖l同1沖合や四国沖合，房総沖合に見られる"湧昇冷水"の年変動等色々なj毎況変動のあること

は従来からも知られている.又これ等の何れもの現象が黒潮の動勢lこ起因しておるものと考えられでも

t>る.

ただ今もって以i事j，親抑lの起源や実態、或は白休の年変動といったものがつかめていない.叉北太平洋

のj毎況と云ったものについても判然としない点が多い.最近NORPAC，EQUAPACと云った国際共同

観測が北太平洋で行われ，近々には黒潮についても国際共同観測が企画されている.著者は20年位前lこ

(1930-1940)神戸高等商船学校の練習船"進徳丸"にその遠洋航海の都度(夏期，冬期年一回ずつ)

表而水について観測を依頼し，採水した資料についてなi検も行い，その結果を調査発表した.この際北

太平洋に I~，付ョんな水域が存在することや，その水域の年変皮動の様子，或は黒潮流がその高かん水系の

周辺に見られる，近頃称される境界流であること，更に日本近海を流れるその黒潮流の軸は高かん水域

の拡がり状態によって左右されていること等について公表しておいた(4) また日本附近の黒潮の動勢を

予知するには，少くも北太平i'i:高かん水域の年々の実態を知ることが先決問題であることも強調してお

t>t.ニ(4)(5).

さてこの北太平洋のI向かん水域の年変動の実態についてであるが，次 l去の様である.この表示し方

は，塩分35弘元等塁線でかこまれる水域の西端の及ぶ大約の終皮と，その北緑、及び再j縁を大約の緯度によ

って示した.東縁の方は一応大した変化もない様lこ見受けられるので省略したが，資料泊iの不足もある

ので粕細な様子は将来の観測に期待したい.

f~j この r~IJかん水域は冬JlJHこは西方lこ延び，夏期lこは東方lこ縮まるくせがあり，これは中国沿岸の降水

量の季節変化による為の現象である.又北大平洋の高かん水域の形状は一般に第 I図に見られる様lこ楕

円形をなし，その長制lは緯度lこ平行しているが，年によってはその軸が束あがりになったり (1930，193

5年の夏期)或は同海域全体の面積が縮少したり(1935年夏期)仲大もする， (1934年夏JlJj).この様に高

かん水域の形状lこ変化があると，黒潮はその周縁の西方部の流れに当るのであるから，その流軸が変動

することは当然であり，それは更に日本周辺海域の海況に変化を起して来るわけである.f占]高かん水域
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Table]. Locations of the western， Northern and Southern Iimits of 35% isohaIine. 

Winter season 

Western {No仙~ Lat.(N') Western {No抽 ~ Lat.(N') 
Long.(EO) Southern Lang.(E ') Southern 

1930 140 
18 

31 130 140 
20 

32 130 140 
20 

33 130 
20 

150 
20 

34 130 135* 
20 

35 145* 
15 175* 

13 

36 135 
15 

145 
18 

37 135 
16 

145 
20 

38 135 150 
22 

*Abnormal distribution 

Text-fig. ]. Surface salinity distribution of the oceans in northern summer (after Sverdrup et al.). 

白体のこの様な年変動はその水域の気象の在り方lこも支配されているものである.

従って単l乙日本沿岸での黒潮観測を密!c行ってもその時の様子は判るが，変化する起因，或はその予

測を立てるには無理である.それを可能にするためには，少くも高かん水域の西縁の張り出し具合位は

常時観測し，日本沿岸での黒潮の様子と関連づけて就知しておく必要がある.勿論それには商船，漁船

の応援観測も求めねばなるまい.高かん水域はこの様!c黒潮流rc密接な関連をもつのみでなく，北太平
洋全域lζ亘ってもその影響を及ぼしているものと考える.従って著者はこの高かん水域の変化が北太平

洋の諸海況変動の動源の役割をなしておることを主張する次第である.さてこの高かん水域は第 I図に

も見られる様lこ北太平洋のみならずどの大洋にも恒常的に(位置，塩分値!c於て)見られるものであり，

それ等の水域の変動はおそらく北太平洋に於ける場合と同様，各大洋での色々な海況変動l亡対し，その

主役を果しておるものと考えられる.
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Table 2. Experimental results on the rates of evaporation from the sea-water containing 

sea-weed or cloth piec四 as∞mpared with free sea-water (6，0∞cc). 
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，';:jかん水域の成因は気象現象によると前述したが，この水域は高かんなため水位としては，周辺より

f尽くなり，ここにJ也衡流が形成され第 I図!こ示す様な各大洋に於ての環流系が生まれる.従って高かん

水域は渦動的な静止状態におかれ，水温も年間に亘って他海域より高めとなり，蒸発量も同様多めにな

るわけである.乙の環流の影響はSverdrupの図に見ても判るが可成下層迄 (200m層附近迄)も及んで

おり，水温も周辺より年間高くなり下降流の存在も明らかである.叉第 I図lこ見る様に塩分値が各大洋

で幾分異っておるのであり，その原因は各海域での気象状況の微細な杭l異が積算されたためとも思われ

る.ただm大西洋ではブラジノレ沿岸に接して高かんな水域が存在するのであり，これは興味ある現象で
ある.叉北大西洋の高かん水は例の藻海とも称せられている海域である.浮説:物が多いということは蒸

発/TIi積を大きくするといったことにもつながり，当然塩分も高めとなると考えられる.そこでこれにつ

いて簡単な実験をした結果を第2表に示す.是は直径40cm，91入りのガラス容器二個lこ61の海水を入

れ，一方lとはホンダワラ，アジモ(第 1，II実験)或は小布片(第E実験)を浮かせ，一方には海水そ

のままを入れ，両容;t;fを大型プイlことりつけて海面K浮かべ，その周辺には広くスダレを散布して海水

飛沫が得総水rfqこ飛び入らぬようにした.数時間両容器を放置した後，その蒸発量を塩検や桝目で測定

した.結果は当然のことながら水中に物質を浮べた方が，蒸発量が大きく，容量測定法では 1時間当り

平均0.05%，塩分測定法では0.02%仇大きくなった. II回目の実験の際は曇天で測定しかねる程の微雨

もあったので，指分測定法では負となり，容量浪IJ定では前実験同様物質を入れた方に0.02%程蒸発が大

きく示された.これ等高かん水域においての浮滋物，濁度と云ったものも第 I図に示す様な各大洋での

担分差の起因のーっとなっているのではあるまいか。 1aJここに附言しておくが，北太平洋ではフィリピ

ン海盆の200m層でも水温が高く， Sverdrupの図で北大西洋の西印度諸島東方海域の様lこ，高かん水域

と離れて二次的な高かん水域(地衡流系)が存在しておるべきと思われるが，北太平洋の方はフィリピ

ンやiN支那海の低かんな沿岸水がとり入れられているため，塩分lこは二次的高かん域として現われてい
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ないものと思う.然しここにも一つの地衡流系は存在し，ここが黒潮の根源にも当るのであり， JR潮流
そのものの検討には是非ともこのフィリピン海盆海域の環流について注目する必要がある.

最後に著者は各大洋の恒常的高かん水域は気象の変化につれて年変化をし，それが各大洋の孫々な海

況の年変動の起因をなすものであるととを主張する.それと共IC何としてでもこの高かん水域の動勢を

常に知る様lこつとめるべきであると思う.
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SUMMARY 

1t has been known that the route of the Kuroshio is subject to variation， but ncither thc cause 
of the variation nor the character of the Kuroshio itself has been fully understood. Previously the 
author reported the following three facts: 
(1) The Kuroshio is a part of the boundary current of the geostrophical current system consti-

tuted round the high salinity region in the North Pacific Ocean. 
(2) According as the spreading of the high salinity region varies yearly (Table 1)， the geo 

strophical current system is subject to deformation， which results in variations in the route of the 
Kuroshio. 

(3) Variation in the Kuroshio's route brings about changes in the sea conditions in the neigh-
bouring seas of J apan. 

As is seen in Text-fig. 1， we can recognize in each ocean a high salinity region like the one 
found in the North Pacific. Then， it may be allowed to suppose that phenomena analogous to (1)ー(3)
should take place in and around each of these high salinity regions. 
The author， therefore， is strongly inclined to believe that a high salinity region works as the 

acting center of the variations of sea conditons in each ocean， and that oceanographers must pay 
more attention to these high salinity regions and study the relation between the spreading of these 
regions and the accompanying variations in sea conditions. 
Furthernore， high salinity regions of different oceans differ in the value of salinity (Text-fig. 

1). There should be causes for such differences. One of the suspected causes is the sea-weed ftoating 
at the surface of the ocean; evaporation from the sea surface is accelerated by the presence of fioat-
ing seaweeds， resulting in a higher salinity. The author made some experimental observations in 
the rate of evaporation from the sea water containing sea-weeds in comparison with that from the 
free sea water. The results are shown in Table 2. 




